
GAVI、HGPI、UNICEF東京事務所 共催シンポジウム 

「グローバルヘルスと企業戦略：多様かつ革新的なパートナーシップ・モデル」 
 

参加者アンケート結果概要 

 2012年10月11日（木）に開催したシンポジウム「グローバルヘルスと企業戦略：多様かつ革新的なパートナーシッ
プ・モデル」につきまして、以下の通りアンケート結果の概要をご報告いたします。（参加者144名中、回答者60名） 

参加の動機（複数回答可） 

1. 参加者の概要 

シンポジウムには、企業関係者、行政関係者など様々な立場の参加者がいらっしゃいました。各セッションの満足度に関しては、
全てのセッションで「満足」「やや満足」の割合が半数以上となり、いずれも比較的高い満足度が得られました。 

2. 基調講演の満足度 および その理由(自由記述)  

4. 当日の資料・配布物の満足度 その他コメント  

2012年11月20日 

参加者の年齢層 参加者のご所属 

3. パネルディスカッションの満足度  および その理由(自由記述)  
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・ グローバルヘルスと企業についての概要、トレンドを理解すること 
  ができた。 

・ グローバルヘルスの概要によりディスカッションのテーマを明確に 
 打ち立てた講演１と、最も脆弱な人々のための重要なグローバル 
 ヘルス・イニシアティブにフォーカスをあてた講演２は、バランスが 
 とれていた。 
 

 

 
・ グローバルヘルスにビジネス手法を導入することの意義が 
  分かった。 
 
・ 各企業の取組みの方法、考え方、アプローチなどが理解できた。 

 

5.今後同様のシンポジウムを開催する際 希望するテーマ等  
 
・ 国際協調をより効果的に行うために、関連省庁の連携をいかに行
うか。 

・ NPOからビジネスに転換できたプロジェクトがあれば、詳しく聞き
たい。 

 

今回のアンケート結果を踏まえて今後のシンポジウムの更なる改善を目指して参ります。 
本結果に関するご質問・お問合せに関しては、 symposium1011@hgpi.org  までご連絡ください。 

シンポジウム事務局一同  

※編集の都合上、自由記述の内容は意味が変わらないよう配慮した上で一部改編しております。ご了解のほどよろしくお願いいたします。 

など。 

など。 

など。 
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